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新年を迎え、みなさまにはお健やかにお過ごしのことと存じます。今年は、荒れた空模様で明

けましたが、覚悟していた雪がそれほどでもなかったのでほっとしました。昨年は、いろいろ変

化のある年でしたが、今年は、誰にとっても落ち着いたよりよい年になりますように願わずには

いられませんね。 

それでは、ボランティアだより１月号をお届けします！                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：京丹波町社会福祉協議会和知支所

京都府船井郡京丹波町本庄今福１３

ＴＥＬ：０７７１－８４－１８３３

ＦＡＸ：０７７１－８４－１９８０

Ｅ-ＭＡＩＬ：wachisyakyo@lime.ocn.ne.jp

「 みなさまの協力に感謝して」  

京 丹 波 町 社 会 福 祉 協 議 会 和 知 支 所 長   桐 野  正 則

 新 年 明 けまし ておめで と うござ います。 みな さまには 、 ご家 族 お揃 いで ２ ０

１ ０ 年 の新 春 をお迎 えにな られ まし たこと心 からお喜 び 申 し上 げます。  

 日 ごろは 、 本 会 の事 業 運 営 につきまし て、 格 別 のご理 解 とご協 力 を いただ

き厚 く お礼 申 し上 げます。  

 さ て、 新 年 を迎 え感 じ ますことは 、 私 たち社 会 福 祉 協 議 会は 、 住 民 のみな

さまのお支 えがな ければ事 業 ができな いということです。 一 つひとつの活 動 を振

り返 ります時 、 財 政 的 な 面 （ 会 費 ・ 募 金 等 ） 、 事 業 的 な 面 （ ボ ランテ ィ アと

し てのお支 え ）、 地 域 で の声 かけ 、 本 当 にお世 話 にな っていることばかりで す。

このことを改 めて感 じ ることによって、 私 たち自 身 が謙 虚 に受 け止 め、「 共 に生

きる 」 ことの大 切 さを 大 きな 目 標 にし て実 践 し ていかな ければ という思 いにな っ

ていると ころです。  

 さ らに、 も う一 点 感 じ ていることは 、 福 祉 活 動は 「 く らし 」 と し て総 合 的 にと

らえるという ことが大 切 だ ということです。 ２ ０ 年 ・ ３ ０ 年 前 は 、 福 祉 といえば

「 介 護 」 という問 題 だ けを解 決 した らどうにかな る 、 というような 思 いで し た 。

で も 今 は 、「 介 護 」 と いう こ とだ けでは な く 、 そこには 、「 く らし 」 、 言 い換 えれ

ば 、 その方 が地 域 で生 活 していく ための条 件 と言 いますか、 例 えば「 お金 」 は

も ちろん のこと、「 食 事 は 、 買 い物 は 」 から、 山 や田 ん ぼのことまで 、 いっぱい

考 えていかな けらばな らな い課 題 が出 てく るという ことで す。 また 、 このことは 決

して他 人 事 では な く 、 まさにみん なの問 題 にな ってきているということも 忘 れては

な らな いということで す。  

 このこと を どう すれば よいのか、 と いう と本 当 に難 しい問 題 で ありますが 、 今

年 は 、 何 かこのことについての「 仕 掛 け・ ・ ・ 福 祉 の仕 掛 け人 」 みたいな 活

動 をみな さん と共 に見 出 していければ と考 えているところで ござ います。 いつもい

つもみな さまには ご支 援 いただ いている上 に、難 し い課 題 を提 起 するみたいで申

し訳 ありません が、 新 年 にあたり日 ごろ感 じ ておりますこと を申 し上 げ 、 本 当 に

ご協 力 をいただ いておりますこと を感 謝 し 、 新 年 のご挨 拶 といたし ます。  



 

 

 

 

「ぼらんてぃあのつどい」は、ボランティア連絡協議会と社協の共催により 

   年に一度開催しているボランティアの交流会です。日ごろそれぞれの場で活躍 

されているボランティアさんはもちろん、ボランティアに関心のある方もぜひ 

ご参加ください。楽しいひと時を一緒に過ごしましょう。 

 ○日 時  平成２２年２月２７日（土） 

        午前１０時００分～午後３時００分 

 ○場 所  わち林業センター ２階 

  ○内 容  【午前】講演 山下 泰三氏（しょうがいしゃ馬っこの会主催者） 

        『ボランティアでもらった心の喜び』 
        【午後】アトラクション 

○参加費  １，０００円 

  ○申込方法   

社協登録ボランティア → 各区のボランティア連絡員さんへ 

   一般の方 → 社協事務局へ（Ｔｅｌ８４－１８３３） 

※申込締切 ２月１９日（金）まで 
 

 

 

   

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とき 第１回 １月２２日（金）午後１：００～ 

   第２回 １月２９日（金）午後１：００～ 

   第３回 ２月 ５日（金）午後１：００～ 

   ※毎回２時間程度予定しています。 

ところ わち林業センター ２階 

申込〆切 １月２０日（水）社協事務局８４－１８３３まで 

※受講料は無料です。 

※動きやすい服装で来て下さい。 

 フラダンスは、優雅な動きながら全身を使うダンスです。寒い風吹き飛ばし 
みんなで楽しく体を動かしませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 2１日（土）道の駅で開催さ

れた「和知ふれあいまつり」のバザ

ーに、毛糸で編んだ手作りセーターや

マフラーなどの作品を販売されまし

た。 

売上金の一部は

社会福祉協議会へ

ご寄付いただきま

した。 

社協では、年末の障子の張り替

えの際に出る余った障子紙を集め

ています。 

 集まった障子紙は、かけはし弁

当の帯絵につける絵手紙の用紙に

使わせていただきます。 

それぞれのハガキを集めています。

それらのハガキは、手数料を支払い新

しいハガキや切手に交換し、通信用に

使用したり、企業などに買い取っても

らい、社会福祉活動や開発途上国支援

に役立てられています。 

 

〈長老苑を利用されている地域の人

が、気持ちよく新年を迎えられます

ように…〉 

という思いを込め、１２月１８日（金）

に、会員１８名が恒例となった長老苑

の窓ふき作業に取り組みました。一枚

一枚丁寧に磨きあげられるガラスを

見て、利用されている方も大変喜んで

おられました。 

 

 



 

   

 

６８２，７９９円 
みなさまにご協力頂きました募金は、長期にわたり在宅で療養されておられる方や、 

施設に通所されておられる方へのお見舞いとして配分させていただきました。 

 

 

 

 

１ 月 

１９ 火 ●共同作業所「アルミ缶回収」 ９時００分～ 和知地区内 

２１ 木 ●にこにこクラブB ９時３０分～ コミセン 

２２ 金 ●フラダンス教室第１回 １３時００分～ 林業センター 

２５ 月 ●『ほほえみ』定例会 １３時３０分～ コミセン 

２６ 火 
●共同作業所「アルミ缶回収」 

●にこにこクラブC 

 ９時００分～ 

９時３０分～ 

和知地区内 

コミセン 

２７ 水 ●かけはし弁当 １２時００分～ ふれセン 

２８ 木 ●『こだま会』活動日 １３時３０分～ コミセン 

２９ 金 ●フラダンス教室第２回 １３時００分～ 林業センター 

２ 月 

２ 火 
●共同作業所「アルミ缶回収」 

●にこにこクラブC 

９時００分～ 

９時３０分～ 

和知地区内 

コミセン 

４ 木 
●にこにこクラブA 

●『虹の会』定例会 

９時３０分～ 

２０時００分～ 

コミセン 

コミセン 

５ 金 ●フラダンス教室第３回 １３時００分～ 林業センター 

９ 火 
●『くさぶえ』定例会 

●共同作業所「アルミ缶回収」 

９時３０分～ 

９時００分～ 

コミセン    

和知地区内   

１０ 水 ●かけはし弁当 １２時００分～ ふれセン   

１２ 金 ●にこにこクラブB ９時３０分～ コミセン    

１５ 月 ●老人クラブ女性部新年会 １１時００分～ 和２階 

１６ 火 
●『モチーフ』活動日 

●共同作業所「アルミ缶回収」 

９時３０分～ 

９時００分～ 

コミセン 

和知地区内   

１９ 金 ●『天花』活動日 ９時３０分～ コミセン 

２２ 月 ●『ほほえみ』定例会 １３時３０分～ コミセン 


